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微酸性電解水について。

同梱品の確認

微酸性電解水には、次亜塩素酸（ＨＯＣＬ）が多く含まれているため、細菌・カビ菌・ウィルスなどにすばやく
殺菌、除菌効果を示します。

殺菌・除菌効果に速効性がある。

微酸性電解水は、除菌をすると有効成分は消失し、同時に塩などの残留物が残らないためベタつきを生じる心
配がなく、どんな用途にも使うことができます。

成分がほとんど残留しないため安心。

有機物に触れると普通の水に戻るので、環境に影響をあたえません。また、発がん性物質とされるクロロホル
ムを生成しないのでとても安全です。

環境にやさしい。

微酸性電解水は、味や臭いがほとんどないので、生野菜や果物、肉、魚介類などの食品の品質をおとすことな
く直接殺菌することができます。

食品を直接殺菌。

細菌が原因となるイヤな臭いには、消臭効果を発揮します。また、生成した微酸性電解水を空中に噴霧するこ
とにより室内を常にクリーンに保つことができます。

（※オプション品）

使用目的を選ばない。

③ テストペーパー

⑨ φ６用継手 ⑩ 自在ホース※⑥ 入口用チューブ

 片側ナット付

④ ｐＨ試験紙 ⑤ 継手

●ＨＯＣＬ濃度※：１０～８０ｍｇ／Ｌ　　　●原料：希塩酸

●ｐＨ：５～６．５　　　　　　　　　　　　 ●食品添加物対応（’０２．6．１０ 官報 第３３７８号）

※本装置で生成される微酸性電解水の水質

　ＨＯＣＬ濃度：４０～５０ｍｇ／Ｌ（原水硬度７０ｍｇ／Ｌ、ｐＨ７、水圧０.１５ＭＰａの場合）　

② 原液用挿入管

 Ｏリング付

①  A p i a専用原液

Apia専用原液

取扱い上の注意

使用上の注意

保管･運搬方法

応急処置
･用途外に使用しないでください｡
･塩素系薬剤と混合しないでください｡
･塩素系薬剤との混合により有毒ガス（塩素ガス）が発
 生し､生命にかかわるおそれがあります｡
･子供の手の届く所に置かないでください｡
･腐食性があります｡
･皮膚に付着すると炎症をおこすおそれがあります｡
･飲んだり､吸引したりすると､炎症･傷害をおこすおそ
 れがあります｡
･目に入ると､失明や視力低下をおこすおそれがあり危
 険です｡

･取扱いの際には保護眼鏡（保護面）､ゴム手袋､保護衣
 等を着用し､原液がかからない様に注意してください。
 また､取扱い後は必ず手を洗ってください｡
･容器の側面を強く押さないでください｡
･本品を他の容器に小分けまたは､移し替えて使用しな
 いでください｡
･使用後の容器は他の用途に使用しないでください｡
･本品の使用は十分な換気の下で取扱いください｡
･誤ってこぼした場合はすみやかに拭取り､水に濡らし
 た布などで良く拭いてください｡

･下記の応急処置を施した後､すみやかに医師の手当を
 受けてください｡
･皮膚に付着した時は､直ちに付着部あるいは接触部を
 多量の水道水で十分に洗い流してください｡
･衣類や靴に付着した時は､汚染された衣服や靴をすみ
 やかに脱いで多量の水道水で洗い流してください｡
･目に入った時は､目を擦らないで直ちに水道水で15分
 間以上洗い流してください｡
･飲み込んだ場合は､無理に吐かせようとしないで出来
 るだけ多量の水を飲ませるか､牛乳や生卵を飲ませる
 処置をしてください｡

･直射日光を避け､換気の良い場所に保管してください。
･運搬にあたっては､破損して本品が漏れ出ないように
 注意して取扱いください｡

･使用にあたっては､必ず本品を使用する装置の取扱説
 明書に従ってください｡

警告

成分及び濃度
希塩酸水溶液３％

注意
酸性タイプ
まぜるな危険

〔販売元〕株式会社ホクエツ
　〒２４２－００１２ 神奈川県大和市中央林間西３－９－２１　ＴＥＬ　０４６－２７６－４６９０　ＦＡＸ　０４６－２７５－２２５７

ＮＥＴ1ｋｇ

目に注意塩素系と
併用不可

取扱注意

⑦ 出口用チューブ ⑧ シリンジ

正式名称：微酸性次亜塩素酸水



側面トビラ

操作パネル

電源ランプ（緑）
電源スイッチ｢ON｣で点灯。｢OFF｣で消灯。

生成中ランプ（緑）
｢運転｣ボタンで点灯。｢停止｣ボタンで消灯。

運転ボタン
運転を開始します。

停止ボタン
運転を停止します。

アラームランプ（赤）
異常時に点灯。（原液切れ、原水の給水異常、機器の故障）

A p i a 270本体

操作パネル詳細

運転

電源

停止

生成中

アラーム

本体正面 本体背面

（IN）（OUT）

電源スイッチ

微酸性電解水出口

原液供給キャップ

原水入口

原水圧力計

電源コード

Apia270
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各部の名称
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接続する

※次のような場所には設置しないでください。本品の故障や破損の原因となります。

　・直射日光の当たる場所　　　　　　　　　　　・不安定な場所　　　　　　　　　　　　・換気の悪い場所

　・水や雨に濡れる場所　　　　　　　　　　　　・凍結のおそれのある場所　　　　　　　・ほこりが多い場所

　・不特定多数の人が容易に手を触れる場所　　　・油煙の発生する場所　　　　　　　　　・湿気が多い場所

　・40℃以上になる場所　　　　　　　　　　　 ・火気の近く　　　　　　　　　　　　　・振動のある場所

※ご使用になる地域や配管によっては、異物の混入等による水の汚れを除去するため、装置の一次側（原水入口側）に

　ストレーナー（オプション）の設置が必要になる場合があります。

※装置の二次側（微酸性電解水出口側）に流れを邪魔するバルブや絞りを付けないでください。

※外部との配管接続は、お買い上げの販売店にご相談ください。

本体にチューブを取付ける。

電源プラグをコンセントに差し込む。

1

2
AC100V

② 微酸性電解水出口（OUT）側に継手
　 を取付け、耐圧チューブを接続する。

貯水タンク
 シンクへ

チューブを取外す場合は、開放リングを押し

ながらチューブを引き抜いてください。

チューブの着脱方法

出口側のチューブ先端を

装置底面より低い位置で

使用しないでください。

サイフォン現象により、

装置停止後に専用原液が

流れ出てしまい空になる

ことがあります。

※設置時の注意事項

① 原水入口（IN）側に継手を取付け、
　 耐圧チューブを接続する。

継手
水道の蛇口
につなぐ

電解水 原水

×

Apia270

Apia270Apia270
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